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平成２９年度 入学式式辞
平成２９年度、第７１回熊谷市立富士見中学校入学式を挙行するにあたり、埼玉県議会議員田

並尚明様、熊谷市議会議員三浦和一様、野澤久夫様をはじめ、多数のご来賓の方々のご臨席と保
護者の皆様の御出席をいただき厚くお礼を申し上げます。
富士見中学校に入学する１９５名の皆さん、ご入学おめでとうございます。皆さんは今日から

始まる中学校生活に対して不安と期待で一杯だと思います。でも、心配ありません。富士見中学
校は非常に楽しくやりがいのある所です。教科毎に専門の先生が行う解りやすい授業、生徒一人
一人の力で創り上げる学校行事、日常生活をよりよくするために仲間や先輩と話し合って行う生
徒会活動、そして、皆さんが一番楽しみにしている部活動と皆さんが活躍できる場がいっぱい用
意されています。
さて、新入生の皆さん、本校には皆さんに目指してもらいたいものが３つあります。それは富

士見中学校の学校教育目標「自立・協働・貢献」です。
これからその３つについて具体的にお話しします。
１つ目の「自立」とは皆さん一人一人が自ら考え、判断し行動できるようになることです。
皆さんが社会に出て活躍する十数年後は、現在ある職業の６０％近くが無くなり、日本の労働

人口の約半分が人工知能ＡＩやロボットに代わるのではないかとも言われています。こういった
時代に生きる皆さんは、与えられたことを正確にこなしているだけでは人工知能に勝つことはで
きません。自ら考え判断し行動する力が必要なのです。日々の授業、生活、行事、部活動の中で
自ら考え行動するという「自立」の力を身につけてください。
次に、２つ目の「協働」とは仲間と話し合い協力し、課題を解決できるようになることです。
学校は集団で生活し、人間関係づくりを学ぶ場です。富士見中学校での生活の中で答えの見つ

からない多くの課題に出会うかと思います。そういったときに仲間とじっくり話し合い、できる
限りみんなが納得できる答えを見つけるようにしてください。人間一人の力は非常に小さいもの
ですが、仲間と力を合わせ、話し合い取り組めば大きな力になります。日々の授業、生活、行事、
部活動の中で「協働」の力を身につけてください。
３つ目の「貢献」とは他の喜びを自分の喜びとできるようになることです。
相手が何に困っているのかを想像して、それに対して手を差し伸べられる動物は人間しかいま

せん。自分の弱さを知り、他人の弱さを許容し、そして、自分を守るために他人も守る、社会を
守るという協力関係を築いたからこそ、人間は今まで生き残れたのです。皆さん、日々の授業、
生活、行事、部活動の中で「貢献」できる力を身につけてください。
保護者の皆様、お子さまのご入学おめでとうございます。お子さんは今日から中学生です。ま

ずは一人前の人間として尊重してください。子供だと思っていたお子さんが中学生では心身とも
に大きく成長します。しかし、全てを信用して任せる（放任する）ことはだめです。一人の人間
として尊重した上で、親の考えも遠慮なくしっかりと伝えることが重要です。どんなことでも家
族で話し合い、最終決定は本人にさせる。そして、いつでも見ていますよ。困ったことがあった
ら相談してください。ということを伝えてください。子供を信頼することは大切ですが１００％
信用することはやめてください。 生徒、保護者、学校で力を合わせ、一人一人の生徒のサクセ
スストーリーを描いていきましょう。
私たち教職員は、生徒を健やかに育成するために全力を尽くします。そして、その成果を生徒

の姿を通してお見せいたします。
結びに、ご臨席いただきましたご来賓の皆様をはじめ、地域の方々の本校に対します尚一層の

ご理解とご支援をお願いし、祝辞といたします。

平成２９年４月１０日
熊谷市立富士見中学校長 松本 文利

【学校教育目標】
『 自立 協働 貢献 』

《めざす生徒像》
・自ら考え判断し行動できる生徒
・仲間と話し合い、協力し課題を解決
できる生徒
・他の喜びを自分の喜びとできる生徒

年度当初の人事異動
「３月は別れの月、４

月は出会いの月」と言われ
ています。

富士見中でも、２３名の
先生方が去られ、新たに１
９名の先生を迎えました。
富士見中のよき伝統を継承
できるよう努力しますので
これからもよろしくお願い
いたします。

桜の下を進む新入職員

吹奏楽部による出迎え演奏

新入職員一同

新任式

今年度は、
生徒数 ７０２名
１年生 ５学級
２年生 ７学級
３年生 ７学級
特別支援学級 ３学級

 富士見中学校のホームページをご覧ください！ 【 http://www.kumagaya-fujimi-j.jp/ 】 

 学校紹介や生徒たちの学校生活の様子をホームページに掲載しています。 

学年 男子 女子 計
１年生 104 91 195
２年生 128 119 247
３年生 132 128 260

計 364 338 702

　　熊谷市立富士見中学校

氏名（本校の勤務年数） 氏名（教科）
職　　名 転出先学校等 職　　名 転入前任校名等

教　　頭 山　田　健　司　（２年） 教　　頭 山　下　雅　敬
熊 谷 市 立 奈 良 中 学 校 へ 熊谷市立富士見中学校(主幹教諭より)

主幹教諭　 山　下　雅　敬（１年） 主幹教諭 小　島　　寛　（理科）
熊谷市立富士見中学校へ 熊谷市立中条中学校より

教　　諭 菊　地　滝　太　郎（７年） 教　　諭 鳥　海　　真由美（保体）
定 年 退 職 熊谷市立三尻中学校より

教　　諭 石　橋　陽　子（２年） 教　　諭 高　柳　明　子（英語）
定 年 退 職 熊谷市立妻沼東中学校より

教　　諭 山　田　尚　美（１年） 教　　諭 清　水　直　樹（社会）
勧 奨 退 職 寄居町立城南中学校より

教　　諭 三　富　貴　子（10年） 教　　諭 青　木　佳　苗（技家）
熊 谷 市 立 三 尻 中 学 校 へ 上尾市立大谷中学校より

教　　諭 舞　原　涼　子（８年） 教　　諭 江　原　　匠（英語）
鴻巣市立赤見台中学校へ 新　　採　　用

教　　諭 柳　　潤　子（８年） 教　　諭 吉　野　泰　司（国語）
熊谷市立荒川中学校へ 新　　採　　用

教　　諭 浅　沼　勇　哉（８年） 教　　諭 菊　地　滝太郎（理科）
熊谷市立玉井小学校へ 再　　採　　用

教　　諭 宮　原　史　明（５年） 教    諭 茂　木　大　輔（保体）
皆 野 町 立 皆 野 中 学 校 へ 熊谷市立熊谷東中学校より

教　　諭 小　林　いづみ（４年） 教    諭 池　戸　勇　磨（社会）
長瀞町立長瀞中学校へ 熊谷市立吉岡中学校より

教　　諭 山　﨑　　真　（３年） 教    諭 髙　橋　亜友美（理科）
寄居町立城南中学校へ 秩父市立吉田中学校より

教　　諭 藤　原　正　明（２年） 教    諭 町　田　佳　子（数学）
熊谷市立熊谷東中学校へ 熊谷市立妻沼東中学校より

教    諭 高　瀬　尚　幸（２年） 教    諭 佐久間　　誠　（音楽）
熊谷市立成田小学校(新採用)へ 新 規 採 用

教    諭 井　上　恵　美（２年） 教    諭 高　橋　伽　奈（数学）
熊谷市立玉井中学校(新採用)へ 新 規 採 用

教    諭 竹　内　佑　馬（１年） 事務主事 小　嶋　晶　央
熊谷市立三尻中学校(新採用)へ 加須市立不動岡小学校より

教    諭 小　平　泰　紀（１年） 特別支援教育 五　島　孝　枝
熊谷市立中条中学校へ 支援員 新 規 採 用

教    諭 川　口　剛　毅（１年） 特別支援教育 江　原　明　夏
熊谷市立妻沼西中学校へ 支援員 新 規 採 用

教    諭 小　澤　貴　彦（１年） 特別支援教育 宮　本　富　子　
熊谷市立玉井中学校へ 支援員 新 規 採 用

事務主事 篠　塚　毎　花（４年）
深谷市立花園中学校へ

特別支援教育 松　崎　幸　江（６年）
支援員 熊谷市立三尻中学校へ

特別支援教育 立　石　雅　代（６年）
支援員 熊谷市立妻沼東中学校へ

特別支援教育 　熊　倉　晃　一（１年）
支援員 鴻巣市立赤見台中学校へ

平成２９年度当初人事異動


